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令和８年２月２４日 

令和７年度とうきょう すくわくプログラム推進事業 活動報告書 

園名 江東区立元加賀幼稚園 

所在地 江東区白河４丁目９番１７号 

 

１．活動のテーマ 

＜テーマ＞

 

＜テーマの設定理由＞ 

２．活動スケジュール

 

３．活動のために準備した素材や道具、環境の設定

 

色を感じて、色で遊び、色で表現しよう 

・５・６月に色水遊びで、自分なりの色作りを繰り返し楽しめる環境を準備する。 

・７月に、大きな模造紙を使って、学級皆で自由に三原色の絵の具で描く活動と行う。また、友達と二

人組でそれぞれ好きな色を二つ出し合い、絵の具スタンプで虹色の魚を制作する活動をする。 

・９月に、絵画ワークショップとして、図工の教員経験のある先生をお呼びし、絵の具のにじみの活動とし

て、絵の具の混色から、カラフル画用紙を作る活動を指導してもらう。 

・10 月、カラフル画用紙を使って、個人制作と学級製作の取り組みをする。 

 

 

 
〇色水の活動 

パレット、透明のカップ、卵パック、使用済みインクカートリッジ、計量スプーン、計量カップ 

〇二人組での虹色の魚作り／絵の具での描画 

 ガーゼ、ペーパー芯、絵の具、画用紙／絵の具、様々な太さの筆、トレー、ローラー、模造紙 

〇にじみ絵 

絵の具、青、黄、赤、筆、スポンジ筆、霧吹き、画用紙 

〇色に興味をもてるようにすると共に、表現する楽しさを感じられるようにしたこと 

 ・遊びや活動の中で十分繰り返し試すことができるような絵の具などの材料の量や大紙の大きさ、道具

の数の準備をした。 

 ・自分で名前をつけたり、見立てたりしたことを掲示し、友達と刺激を受け合えるようにした。 

 ・学級の全体で取り組む時間の中で、友達と一緒に表現を楽しむ活動を積み重ねた。 

 

（テーマに関する子供たちの興味関心、園の特色など） 

年長児は、水性ペンのにじみ絵の活動で、色が混ざることやできた色合いにイメージをもつ様子が見ら

れた。色についての遊びや活動を通して、自分で色を作ることの面白さや色の混色への気付きや、出来

上がった色にイメージをもったり、見立てて表現したりする楽しさを味わえるように、遊びの環境をはじめ、

友達との制作の中などで、こどもたちの色との関わりを意識して見ていくことにした。 
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４．探究活動の実績 

＜活動の内容＞

 

＜活動中の子供たちの姿・声、子供同士や子供と保育者との関わり〉 

 

① 自分たちで色作りを繰り返し試せるように、２カ月程色水遊びの環境を設定した。 

② 虹色の魚作りでは、偶然の色の組み合わせを楽しむこと、友達と一緒にできたことを喜ぶことを

ねらいとした。 

③ 三原色での模造紙への絵の具の活動は、自由に色を混ぜ、筆やローラーを使って描くことで、で

きた模様を見立てることや、新しくできた色や混ざった色から色の配分やどちらが濃いのかなどに

気付くことができるようにした。 

④ 絵の具でのにじみ絵は色がきれいに混ざる美しさやグラデーションの楽しさに触れることができるよ

うにした。出来上がったカラフル画用紙を、制作の材料とした。個人制作として、地域のお祭りに

関連した案山子の服にし、学級制作としては、ドラゴンのうろことして見立てることにした。個人

では、自分好みの画用紙を選び、学級では、組み合わせを楽しむ姿も見られた。 

 

① 色水遊びでは、最初はそれぞれの色を合わせて色が混ざっていく様子に興味をもち、繰り返し

偶然できた色を見比べるなどして楽しんでいた。繰り返していくうちに、自分のお気に入りの色が

でき、「やさしいみどり」「青っぽいグレー」「キウイみたい」など色にイメージをもち、その色をまた再

現するために、どの色をどの位混ぜたかなどを探る姿が見られた。友達が作った色に興味をもつ

様子が見られたので、教師は互いに聞き合えるように仲立ちをした。すると、友達同士で「グレー

の作り方教えて」と作り方を伝え合い、互いの見つけた色を作ることを楽しむ姿が見られた。水で

薄めたり、それぞれの色を順番にスプーンで何杯か入れたりするなど、量のバランスでも色が変わ

ることに気付いていた。 

② 二人組での虹色の魚作りでは、それぞれが好きな色を２色出し合い、ガーゼのスタンピングで虹

色の魚作りを進めていくようにした。それぞれの色の組み合わせでできた虹色の魚を見て、「かわ

いい」「げんきそう」「海の色みたいになった」など呟きながら、スタンプで色が重なる様子を楽し

み、制作物のイメージにつなげる姿が見られた。保育室に飾ることで、それぞれの作品を、見な

がら認め合う様子が見られた。 

③ 大きな模造紙に、思い思いに筆やローラーで絵の具での表現を楽しむ姿が見られた。色水など

の経験から、「青と赤を混ぜれば紫ができる」、「白を混ぜたら薄くなるかな」などといった、混色に

関する呟きや、「山みたいになった」「夕焼けみたいな色になった」など、偶然できた色合いや跡か

ら、イメージを言葉にするなどの姿が見られたので、教師は一人一人の感じ方に寄り添い、発見

に共感して言葉を返していった。学級の友達とイメージの中で一緒の場で描くことを楽しむ姿が

見られた。 

④ 絵の具でのにじみ絵は、水を含ませることで、色と色のグラデーションが楽しめることに気付いてい

た。緑と青、赤と黄色、赤と青の間にできるにじみを繰り返しスポンジ筆を使って表現していた。

教師は一つ一つの作品が異なっていることが一目で分かるよう、保育室に出来上がった作品を

飾ると、こどもたちは、見比べて「これが好きだな」と自分のお気に入りを探す姿があった。そこで、

自分のお気に入りのカラフル画用紙を使って個人の作品を作ったり、学級の製作でも、このカラ

フル画用紙を使って「にじいろドラゴン」を作ったりした。それぞれ好きな場所にうろこの形に切った

カラフル画用紙をのりで貼り、重ねていった。「ここは緑っぽいから、こっちは赤っぽくしてみようか

な」など、カラフル画用紙のグラデーションを用いてこどもたちがイメージした「にじいろドラゴン」を作

り上げていく姿が見られた。 
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＜活動の様子＞

 

５．振り返り 

 

① 色水遊び 

 

 

 

 

② 虹色の魚作り                ③大きな模造紙で絵の具の活動 

 

 

 

④ にじみ絵のカラフル画用紙と制作 

 

 

 

（振り返りによって得た保育者の気づき） 
・十分に試せる材料や量、空間、時間の保障があることで、幼児自身が発見したり気付いたりする
ことが増える。 

・教師が幼児同士の発見や表現を、言葉でつないだり、互いに見合えるように飾ったりすることで、そ
れぞれの感じ方に気付いたり、活動自体への関心が深まったりする。 

・絵の具での活動では、色の組み合わせなど、教師の言葉の投げ掛け方によっても、出来上がる作
品の雰囲気が変わるので、そこから幼児が感じ取ることも異なってくることを感じた。 

・遊びや活動の中で、個人や二人組、学級で、など、いろいろな人との関わりや場面や状況をつくる
ことで、「色」への感じ方や表現へのつながり方のバリエーションが増えていく。 


